仏教における「正統と異端」 by 馬場  紀寿
第
八
回
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
研
究
会
仏
教
に
お
け
る
「
正
統
と
異
端
」
馬
場
紀
寿
一
は
じ
め
に
二
〇
一
八
年
に
岩
波
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
丸
山
眞
男
集
別
集
第
四
巻
正
統
と
異
端
一
』（
以
下
、
本
書
）
に
収
録
さ
れ
る
丸
山
眞
男
の
議
論
は
、
主
に
キ
リ
ス
ト
教
や
儒
学
に
お
け
る
「
正
統
と
異
端
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
関
係
に
焦
点
を
当
て
、
そ
こ
か
ら
「
即
自
的
正
統
⇩
異
端
⇩
対
自
的
正
統
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
取
り
出
し
て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
天
皇
制
的
正
統
と
マ
ル
ク
ス
主
義
（
異
端
）
を
捉
え
返
し
、
天
皇
制
社
会
の
精
神
構
造
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
や
儒
学
の
「
普
遍
的
教
義
」
あ
る
正
統
に
対
し
、
近
代
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
「
普
遍
的
教
義
」
な
き
「
擬
似
Ｏ
正
統
」
で
あ
る
こ
と
が
批
判
的
に
論
じ
ら
れ
る
。
近
代
日
本
を
論
じ
る
場
合
で
も
、
人
類
の
思
想
史
全
体
に
お
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
、そ
の
構
想
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
な
い
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
丸
山
は
「
正
統
と
異
端
」
の
パ
タ
ー
ン
が
仏
教
に
も
応
用
可
能
だ
と
い
う
前
提
で
、
本
書
で
も
何
度
か
仏
教
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
仏
典
の
主
要
言
語
で
あ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
ま
で
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
丸
山
が
自
ら
証
言
し
て
い
る
。
言
葉
自
身
の
、
日
本
語
の
探
求
、
漢
語
の
探
求
、
そ
れ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
の
探
求
と
、
少
な
く
と
も
三
つ
や
ら
な
け
れ
ば
。
そ
れ
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
ま
で
い
く
と
き
り
が
な
い
か
ら
。（
六
三
頁
）
こ
の
発
言
は
、
お
そ
ら
く
、
南
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
に
広
が
っ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
世
(
)
界
を
念
頭
に
語
ら
れ
て
い
る
。
四
世
紀
か
ら
一
二
世
紀
に
か
け
て
、
こ
1
れ
ら
の
地
域
で
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
が
普
遍
語
と
な
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
表
記
す
る
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
は
こ
の
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
字
の
原
形
と
な
っ
た
。
そ
の
社
会
的
位
置
は
、
ほ
ぼ
西
欧
の
ラ
テ
ン
語
、
東
ア
ジ
ア
の
漢
語
に
比
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
丸
山
の
壮
大
な
構
想
の
今
日
的
意
義
を
考
察
す
る
た
め
(
)
に
、
彼
が
2
扱
わ
な
か
っ
た
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
仏
教
の
視
点
か
ら
そ
の
正
統
論
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。「
正
統
と
異
端
」
と
い
う
枠
組
み
は
、
古
代
イ
ン
(
)
ド
で
生
ま
れ
、
3
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
に
広
が
っ
た
仏
教
に
ど
れ
だ
け
有
効
で
あ
り
、
ま
た
ど
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れ
だ
け
当
て
は
ま
ら
な
い
の
だ
ろ
う
(
)
か
。
丸
山
は
「
正
統
と
異
端
」
に
つ
い
て
、
4
ａ
．
用
語
、
ｂ
．
正
統
と
異
端
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
、
ｃ
．
Ｌ
正
統
の
態
様
、
ｄ
．
Ｏ
正
統
の
Ｌ
正
統
へ
の
転
化
、と
い
う
四
点
に
ま
と
め
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
ｃ
と
ｄ
（
第
二
節
）、
そ
れ
か
ら
ａ
と
ｂ
（
第
三
、
四
節
）
と
い
う
順
に
取
り
上
げ
て
論
じ
た
い
。
二
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
「
正
統
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
不
在
イ
ン
ド
に
は
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
時
代
の
マ
ウ
リ
ヤ
朝
以
降
、
ム
ガ
ル
帝
国
に
到
る
ま
で
、
統
一
王
朝
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
イ
ン
ダ
ス
川
流
域
、
ガ
ン
ジ
ス
川
流
域
、
デ
カ
ン
高
原
な
ど
、
各
地
で
諸
国
が
割
拠
す
る
時
代
が
続
き
、
歴
史
を
超
え
て
自
他
共
に
正
統
と
見
な
さ
れ
る
王
朝
は
つ
い
に
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
の
正
統
（
legitim
acy）
は
、
西
欧
と
も
東
ア
ジ
ア
と
も
異
な
る
か
た
ち
を
と
る
。
丸
山
は
legitim
acy
の
三
つ
の
意
味
を
示
し
、
そ
の
第
二
に
「
王
朝
継
承
関
係
」
を
挙
げ
る
。
漢
語
に
お
け
る
統
治
概
念﹇
as
a
concepton
governm
ent﹈と
し
て
の「
正
統
に
も
ま
た
広
狭
の
二
義
が
あ
っ
た
。
広
義
で
は
、
そ
れ
は
ま
さ
に
政
治
体
系
（
国
家
）
の
legitim
acy
を
意
味
し
た
が
、
ヨ
リ
狭
く
は
、
王
朝
継
承
関
係
﹇
succession
from
one
dynasty
to
another﹈
の
legitim
acy
で
あ
り
、
も
っ
と
も
狭
く
は
、
同
系
王
朝
の
中
の
複
数
的
な
王
位
継
承
候
補
者
﹇
plural
candidates
for
succeeding
a
throne
inside
the
sam
e
dynasty﹈
の
な
か
で
も
legitim
acy
を
指
し
た
の
で
あ
る
。（
三
一
頁
）
し
か
し
、
古
代
イ
ン
ド
で
は
、
年
代
記
の
形
式
の
史
書
が
作
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
（
と
呼
ば
れ
る
所
以
）、「
王
朝
間
継
承
関
係
」
“
India
has
no
history”
は
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。
王
が
王
の
務
め
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
王
朝
の
正
当
性
を
主
張
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
か
の
前
王
朝
か
ら
継
承
し
た
正
統
を
主
張
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
も
そ
も
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
、「
家
督
継
承
者
」
を
指
す
場
合
に
用
い
ら
れ
る
legitim
ate
に
当
た
る
形
容
詞
（
dharm
ika）
は
あ
る
が
、「
王
朝
継
承
関
係
」
と
い
う
意
味
で
の
legitim
acy
に
当
た
る
概
念
は
存
在
し
な
い
。
魏
と
呉
と
蜀
の
中
で
蜀
が
正
統
だ
と
か
、
吉
野
の
帝
こ
そ
が
正
統
だ
と
い
っ
た
議
論
は
古
代
イ
ン
ド
に
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
丸
山
は
、統
治
体
の
正
統
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
た
例
と
し
て「
古
代
イ
ン
ド
の
仏
教
」
を
挙
げ
て
い
る
。
一
定
の
統
治
体
が
、
一
定
の
世
界
観
的
宗
教
的
ド
グ
マ
を
正
統
（
レ
ジ
テ
ィ
メ
ー
ト
）
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
グ
マ
と
し
て
の
正
統
性
の
問
題
が
、
政
治
権
力
の
正
統
性
（
レ
ジ
テ
ィ
メ
ー
ト
）
根
拠
の
問
題
に
転
化
す
る
[Ｏ
⇩
Ｌ
]。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
や
古
代
イ
ン
ド
の
仏
教
や
中
近
東
地
域
の
回
教
な
ど
、
史
上
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
っ
た
（
三
一
頁
）。
お
そ
ら
く
丸
山
は
こ
こ
で
マ
ウ
リ
ヤ
朝
の
ア
シ
ョ
ー
カ
王
（
在
位
前
二
六
八
年
頃
―
二
三
二
年
頃
）
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
碑
文
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
ア
シ
ョ
ー
カ
王
は
仏
教
信
者
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
王
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だ
っ
た
（
小
摩
崖
法
勅
第
三
章
）。
し
か
し
彼
は
、
決
し
て
仏
教
を
国
教
に
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
を
お
互
い
に
尊
重
す
る
よ
う
命
じ
（
摩
崖
法
勅
第
七
章
・
第
一
二
章
）、
仏
教
以
外
の
教
え
も
支
援
し
た
（
洞
院
刻
文
バ
ラ
ー
バ
ル
第
一
窟
・
第
二
窟
）。
ア
シ
ョ
ー
カ
王
に
次
い
で
仏
典
で
高
く
評
価
さ
れ
る
イ
ン
ド
の
王
は
、
ク
シ
ャ
ー
ナ
朝
の
カ
ニ
シ
カ
王
（
在
位
後
二
世
紀
頃
）
で
あ
る
。
確
か
に
彼
は
仏
教
を
公
認
し
て
い
た
。
し
か
し
、
カ
ニ
シ
カ
王
が
発
行
し
た
貨
幣
に
は
、
片
面
に
カ
ニ
シ
カ
王
、
他
面
に
ギ
リ
シ
ア
、
イ
ラ
ン
、
イ
ン
ド
の
神
々
や
ブ
ッ
ダ
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
カ
ニ
シ
カ
王
も
ま
た
仏
教
の
み
な
ら
ず
諸
信
仰
を
広
く
認
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
古
代
イ
ン
ド
の
諸
王
朝
は
、
概
し
て
、
地
域
・
信
仰
・
生
業
・
血
族
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
無
数
の
慣
習
法
を
尊
重
し
て
お
り
、
丸
山
が
想
定
す
る
よ
う
な
、「
一
定
の
世
界
観
的
宗
教
的
ド
グ
マ
を
正
統
（
レ
ジ
テ
ィ
メ
ー
ト
）
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
」
は
な
か
っ
た
。
王
家
が
帰
依
し
て
僧
院
や
寺
院
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
領
内
の
ど
の
信
仰
も
支
援
さ
れ
る
の
が
通
常
だ
っ
た
。
ロ
ー
マ
帝
国
で
、
三
位
一
体
に
基
づ
く
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
に
定
め
、
異
端
や
異
教
徒
を
罰
す
る
勅
令
を
発
し
た
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
一
世
（
在
位
三
七
九
―
三
九
五
年
）
の
政
策
に
比
べ
る
な
ら
、
古
代
イ
ン
ド
の
そ
れ
と
の
間
に
顕
著
な
相
違
が
見
て
取
れ
よ
う
。
古
代
イ
ン
ド
で
は
、
国
内
の
領
民
が
信
ず
べ
き
宗
教
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
も
、
そ
れ
以
外
の
信
仰
が
禁
じ
ら
れ
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
こ
の
地
に
は
、
宗
教
多
元
主
義
が
実
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
四
世
紀
以
降
、
聖
典
『
ヴ
ェ
ー
ダ
』
の
言
語
、
す
な
わ
ち
神
々
の
言
葉
で
あ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
政
治
の
言
語
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
の
王
朝
は
自
ら
を
正
当
化
す
る
よ
う
に
な
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
言
語
的
威
信
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
聖
典
言
語
に
用
い
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
大
乗
仏
教
は
主
要
な
宗
教
と
し
て
こ
の
地
域
に
広
く
伝
播
し
た
。
た
だ
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
自
体
が
多
様
な
思
想
・
信
仰
の
総
称
で
あ
っ
て
、「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
と
い
う
呼
称
は
近
代
に
確
立
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
大
乗
仏
教
も
ま
た
多
様
な
思
想
・
信
仰
の
総
称
で
あ
っ
て
、「
大
乗
仏
教
」
と
い
う
呼
称
も
ま
た
近
代
の
産
物
で
あ
(
)
る
。
両
者
の
文
献
で
批
判
さ
れ
る
見
解
は
あ
る
5
が
、
こ
れ
も
「
異
端
」
と
し
て
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ま
た
、
両
教
以
外
の
宗
教
、
た
と
え
ば
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
な
ど
も
相
変
わ
ら
ず
王
権
に
保
護
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
古
代
イ
ン
ド
で
は
、
年
代
記
の
意
味
で
の
「
史
書
」
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
「
王
朝
継
承
関
係
」
の
意
味
で
の
「
正
統
」
は
な
く
、
さ
ら
に
、
特
定
の
教
え
が
国
教
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
異
端
や
異
教
が
禁
じ
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
の
「
正
統
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
は
な
か
っ
(
)
た
。
古
代
イ
ン
ド
か
ら
見
る
と
、
統
治
6
体
が
「
正
統
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
ま
た
は
「
普
遍
的
教
義
」
を
採
用
す
る
と
い
う
前
提
そ
の
も
の
が
、
キ
リ
ス
ト
教
（
あ
る
い
は
西
欧
）
に
引
き
ず
ら
れ
た
枠
組
み
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。
三
イ
ン
ド
仏
教
の
「
正
統
と
異
端
」
イ
ン
ド
仏
典
の
漢
訳
に
、「
正
統
」「
異
端
」
と
い
う
語
は
存
在
し
な
(
)
い
。
残
念
7
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な
が
ら
丸
山
は
本
書
で
「
正
統
と
異
端
」
に
当
た
る
仏
教
用
語
に
つ
い
て
触
れ
て
は
い
な
い
が
、
丸
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
（
資
料
番
号
六
七
四
「
正
統
と
異
端
の
各
宗
教
に
お
け
る
コ
ト
バ
」
の
三
―
二
「
仏
教
」）
は
、
丸
山
が
仏
教
に
つ
い
て
も
語
彙
を
踏
ま
え
て
考
察
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
メ
モ
で
正
統
に
当
た
る
概
念
と
し
て
「
正
法
」
を
挙
げ
、
異
端
に
当
た
る
概
念
と
し
て
「
邪
義
」「
異
義
」「
別
義
」「
謗
法
」「
異
解
」「
別
解
」
を
挙
げ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
異
端
に
当
た
る
と
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
概
念
は
、
中
国
や
日
本
の
仏
典
か
ら
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
イ
ン
ド
仏
典
に
確
認
で
き
な
い
。
確
認
で
き
る
場
合
も
、
原
典
で
は
異
端
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
な
い
。さ
ら
に
丸
山
は
、
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
が
教
会
対
セ
ク
ト
と
い
う
対
立
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
し
か
あ
り
え
ず
、
回
教
に
も
仏
教
に
も
な
い
と
論
じ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
な
が
(
)
ら
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
仏
教
を
8
セ
ク
ト
型
に
整
理
し
た
上
(
)
で
、
正
統
の
組
織
形
態
に
よ
っ
て
、
正
統
と
異
端
の
あ
9
り
か
た
に
違
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
般
論
と
し
て
い
い
ま
す
と
、
教
会
型
と
セ
ク
ト
型
に
分
け
ま
す
と
、
教
会
型
の
場
合
に
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ズ
ム
と
い
う
も
の
は
、
つ
ま
り
無
限
の
破
門
型
に
な
る
ん
で
す
。
ど
ん
ど
ん
破
門
さ
れ
ち
ゃ
う
。
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
正
統
に
従
わ
な
い
や
つ
は
破
門
し
ち
ゃ
う
と
い
う
、
代
々
木
（
日
本
共
産
党
）
は
そ
の
方
だ
と
思
う
ん
だ
、
ぼ
く
は
（
笑
）。
戦
後
の
代
々
木
は
。
そ
れ
か
ら
今
度
は
自
発
的
結
社
型
、
セ
ク
ト
型
は
無
限
分
裂
に
な
る
。
つ
ま
り
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ズ
ム
が
あ
る
ゆ
え
に
、
画
一
性
を
要
求
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
無
限
分
裂
に
な
る
。
真
理
が
一
つ
で
あ
る
が
ゆ
え
に
無
限
分
裂
に
な
る
。
無
限
分
裂
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
破
門
に
な
る
か
と
い
う
の
は
、
ぼ
く
は
正
統
の
組
織
形
態
に
よ
っ
て
ち
が
う
と
い
う
考
え
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
だ
か
ら
セ
ク
ト
型
は
無
限
分
裂
に
な
る
（
二
三
七
―
八
頁
）
し
か
し
、
イ
ン
ド
仏
教
で
は
、
在
家
信
者
は
組
織
化
さ
れ
ず
、
教
団
組
織
は
出
家
者
の
み
か
ら
成
る
。
そ
れ
は
、
丸
山
が
分
類
す
る
と
こ
ろ
の
中
央
集
権
的
な
教
会
型
で
も
、
無
限
に
分
裂
を
繰
り
返
す
セ
ク
ト
型
で
も
な
か
っ
た
。
西
欧
の
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
二
類
型
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
仏
教
の
出
家
教
団
（
僧
伽
）
は
、
構
成
員
（
出
家
者
）
の
移
動
（
遊
行
）
を
前
提
と
し
た
平
等
な
自
治
組
織
で
あ
り
、
そ
の
総
体
は
そ
う
し
た
個
々
の
自
治
組
織
か
ら
成
る
中
心
な
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
(
)
る
。
そ
こ
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
よ
う
10
な
上
下
の
階
層
関
係
は
な
い
が
、
構
成
員
が
基
本
的
に
移
動
す
る
結
果
と
し
て
、
あ
る
種
の
均
質
化
が
あ
(
)
る
。
11
イ
ン
ド
仏
教
教
団
が
同
一
性
を
維
持
し
て
い
た
、
も
う
一
つ
の
要
因
は
、
月
に
二
度
開
か
れ
る
「
布
薩
」
と
呼
ば
れ
る
儀
礼
に
あ
る
。
出
家
者
は
布
薩
へ
の
出
席
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
儀
礼
で
は
、
出
家
者
の
生
活
規
則
（
波
羅
題
木
叉
）
が
唱
え
ら
れ
、
確
認
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
儀
礼
を
通
し
て
、
出
家
者
の
規
範
が
維
持
さ
れ
る
（
逆
に
言
え
ば
、
儀
礼
を
共
に
行
え
な
く
な
る
と
、
出
家
教
団
は
分
裂
す
る
こ
と
に
な
る
）。
こ
う
し
た
教
団
組
織
に
基
づ
く
イ
ン
ド
仏
教
の
歴
史
は
、
教
会
型
に
も
セ
ク
ト
型
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
仏
教
に
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
国
教
と
な
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
書
、
カ
リ
フ
制
の
あ
っ
た
イ
ス
ラ
ム
教
の
ク
ル
― 55 ―
ア
ー
ン
、
科
挙
制
度
に
採
用
さ
れ
た
儒
教
の
四
書
五
経
に
比
さ
れ
る
よ
う
な
、「
特
定
の
集
団
に
お
い
て
権
威
あ
る
文
献
群
の
固
定
的
・
排
他
的
な
リ
ス
ト
」
と
い
う
本
来
の
意
味
（
あ
る
い
は
狭
義
）
で
の
「
正
典
」（
canon）
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
仏
典
が
民
間
信
仰
の
よ
う
に
組
織
を
媒
介
と
し
な
い
で
伝
承
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
出
家
教
団
が
権
威
づ
け
た
仏
典
群
（
三
蔵
）
は
あ
り
、
そ
の
限
り
で
正
統
な
仏
典
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
口
頭
で
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
外
部
に
も
ブ
ッ
ダ
に
由
来
す
る
と
信
じ
ら
れ
た
口
伝
の
諸
仏
典
が
あ
っ
て
、
正
統
な
仏
典
の
固
定
的
・
排
他
的
な
リ
ス
ト
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
(
)
る
。
12
紀
元
前
後
に
は
、
い
わ
ゆ
る
大
乗
仏
教
が
興
り
、
膨
大
な
量
の
大
乗
経
典
が
製
作
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
写
本
や
ギ
ル
ギ
ッ
ト
写
本
を
見
る
限
り
、
イ
ン
ド
本
土
で
は
、
こ
れ
ら
大
乗
経
典
が
そ
の
他
の
仏
典
群
（
三
蔵
に
分
類
さ
れ
る
仏
典
群
を
含
む
）
と
共
存
し
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
大
乗
経
典
を
「
異
端
」
と
し
て
禁
じ
て
、
そ
れ
を
信
じ
る
者
を
罰
す
る
こ
と
を
命
じ
る
よ
う
な
、
出
家
教
団
の
文
書
は
い
ま
だ
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
出
家
教
団
が
権
威
を
認
め
た
テ
ク
ス
ト
群
は
あ
り
、
そ
の
意
味
で
の
正
統
は
あ
る
の
だ
が
、
狭
義
の
「
正
典
」（
canon）
は
な
く
、
ま
た
逆
に
、
出
家
教
団
が
指
定
し
た
排
除
さ
れ
る
べ
き
文
書
と
い
う
も
の
も
な
か
っ
た
。
仏
教
教
団
内
で
の
教
義
の
相
違
や
議
論
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
正
統
と
異
端
」
と
い
う
対
立
軸
で
整
理
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
全
体
が
思
想
的
多
様
性
と
ゆ
る
や
か
な
同
一
性
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
四
「
正
統
と
異
端
」
の
枠
組
み
が
有
効
な
例
―
―
ス
リ
ラ
ン
カ
そ
れ
で
は
、
丸
山
の
「
正
統
と
異
端
」
と
い
う
枠
組
み
は
、
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
世
界
で
は
無
効
な
の
だ
ろ
う
か
。
じ
つ
は
、
こ
の
枠
組
み
に
比
較
的
よ
く
合
致
す
る
例
が
、
イ
ン
ド
本
土
に
で
は
な
く
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
あ
る
。
丸
山
の
次
の
説
明
に
よ
く
合
致
す
る
例
を
紹
介
し
よ
う
。
経
典
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
カ
ノ
ン
（
canon）
で
す
。
た
だ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う
に
非
常
に
は
っ
き
り
し
た
場
合
で
も
、（
中
略
：
馬
場
）
異
端
の
発
生
が
「
聖
典
」
の
確
定
を
促
す
。
あ
と
か
ら
み
る
と
、
は
じ
め
か
ら
バ
イ
ブ
ル
が
あ
っ
た
よ
う
に
〔
み
え
る
〕。
そ
う
で
は
な
く
て
、
実
は
異
端
が
発
生
し
て
は
じ
め
て
、
何
が
バ
イ
ブ
ル
で
あ
る
か
と
。
た
と
え
ば
新
約
〔
聖
書
〕
と
旧
約
と
か
、い
ろ
ん
な
問
題
が
あ
る
わ
け
で
す
、偽
聖
書
と
か
。
そ
れ
か
ら
や
っ
ぱ
り
、
異
端
の
発
生
が
「
聖
典
」
の
確
定
を
促
す
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
流
動
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う
に
、
非
常
に
そ
う
じ
ゃ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
場
合
で
も
、
そ
う
な
ん
で
す
。（
一
〇
四
―
五
頁
）
ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
紀
元
前
に
仏
教
が
イ
ン
ド
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
王
権
の
庇
護
の
下
、
順
調
に
仏
教
が
発
展
し
、
四
世
紀
頃
ま
で
に
、
い
く
つ
か
の
中
心
的
拠
点
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
化
が
急
速
に
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
四
、
五
世
紀
、
イ
ン
ド
本
土
か
ら
大
乗
経
典
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、「
上
座
部
」
と
い
う
一
派
の
中
心
的
拠
点
、「
大
寺
」
（
M
ahāvihāra）
で
は
百
年
前
後
の
短
期
間
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
た
。
す
― 56 ―
な
わ
ち
、
第
一
に
、
仏
（
聖
地
）
と
法
（
結
集
仏
説
）
と
外
護
者
（
王
権
）
と
い
う
三
点
で
ス
リ
ラ
ン
カ
の
大
寺
を
仏
教
世
界
の
中
心
に
位
置
づ
け
る
史
書
を
編
纂
(
)
し
、
第
二
に
、
第
一
結
集
の
長
老
（
上
座
）
た
ち
の
権
威
の
下
に
正
典
（「
全
て
の
13ブ
ッ
ダ
の
言
葉
」
と
呼
ば
れ
る
結
集
仏
説
の
構
成
と
範
囲
）
を
確
定
(
)
し
、
第
三
に
、
14
パ
ー
リ
語
を
正
当
化
す
る
言
語
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
確
立
し
た
の
で
あ
(
)
る
。
15
史
書
の
編
纂
と
正
典
の
確
定
は
、
イ
ン
ド
本
土
の
仏
教
に
対
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
大
寺
こ
そ
が
仏
教
全
体
の
正
統
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
パ
ー
リ
語
を
正
当
化
す
る
言
語
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
化
」
に
抵
抗
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
大
寺
は
、
数
世
紀
に
渡
っ
て
、
大
乗
経
典
な
ど
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
経
典
を
斥
け
る
拠
点
で
あ
り
続
け
た
。
五
世
紀
以
降
に
大
寺
派
で
編
纂
さ
れ
た
パ
ー
リ
語
文
献
で
は
、「
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
」
を
意
味
す
る
「
仏
説
」（
buddhavacana）
と
、
そ
の
対
概
念
で
あ
る
「
非
仏
説
」（
abuddhavacana）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
文
献
群
を
指
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
仏
説
」
は
、
大
寺
の
正
統
な
仏
典
と
し
て
の
「
三
蔵
」
を
指
し
、「
非
仏
説
」
は
斥
け
ら
れ
る
べ
き
仏
典
と
し
て
の
大
乗
経
典
（
vepulapit・aka）
を
指
す
。
こ
こ
に
お
い
て
、
前
者
は
「
正
典
」
あ
る
い
は
「
正
統
」（
orthodoxy）、
後
者
は
「
異
端
」
に
当
た
る
概
念
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
二
世
紀
、古
代
ス
リ
ラ
ン
カ
の
最
盛
期
を
実
現
し
た
王
、パ
ラ
ー
ク
ラ
マ
バ
ー
フ
一
世
（
在
位
一
一
五
三
―
一
一
八
六
年
）
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
統
一
と
と
も
に
、
大
寺
を
中
心
と
し
て
仏
教
教
団
を
も
統
一
し
、大
乗
経
典
を
斥
け
た
。
そ
の
結
果
、
大
乗
仏
教
は
ス
リ
ラ
ン
カ
史
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
(
)
う
。
こ
の
ス
リ
ラ
16
ン
カ
の
改
革
は
、
大
交
易
時
代
に
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
一
二
世
紀
に
は
、
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
続
い
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
世
界
が
つ
い
に
終
焉
を
迎
え
る
。
北
イ
ン
ド
を
征
服
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
王
権
、
ゴ
ー
ル
朝
で
は
ペ
ル
シ
ア
語
が
官
僚
の
公
用
語
だ
っ
た
た
め
、
北
イ
ン
ド
を
中
心
に
ペ
ル
シ
ア
語
が
次
第
に
知
識
人
の
言
語
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
ま
た
こ
の
時
期
以
降
、南
イ
ン
ド
、東
南
ア
ジ
ア
で
は
各
地
の
言
語
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
代
わ
っ
て
碑
文
の
主
要
言
語
に
な
っ
て
い
く
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
世
界
の
終
焉
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
仏
教
も
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
が
ビ
ル
マ
の
パ
ガ
ン
に
侵
攻
す
る
と
、
各
地
の
王
権
が
次
々
と
交
代
し
、
新
た
に
成
立
し
た
諸
王
権
は
、
改
革
後
の
ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
を
導
入
し
た
。
ビ
ル
マ
の
ペ
グ
ー
朝
、タ
イ
の
ス
コ
ー
タ
イ
朝
、
ア
ユ
タ
ヤ
朝
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ク
メ
ー
ル
朝
、
ラ
オ
ス
の
ラ
ー
ン
サ
ー
ン
朝
の
王
た
ち
は
、
仏
教
の
出
家
教
団
を
支
援
し
、
そ
の
保
護
者
と
し
て
王
権
の
正
統
性
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
大
寺
と
い
う
一
派
の
歴
史
は
、
正
統
の
成
立
を
め
ぐ
る
丸
山
の
仮
説
に
比
較
的
よ
く
合
致
し
て
い
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
に
焦
点
を
当
て
た
場
合
、
大
寺
に
と
っ
て
は
、
大
乗
を
含
む
イ
ン
ド
本
土
の
仏
教
の
伝
統
が
新
た
に
ス
リ
ラ
ン
カ
へ
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
反
動
と
し
て
、
史
書
を
編
纂
し
、
正
典
を
確
立
し
た
の
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
仏
典
が
も
た
ら
さ
れ
た
反
動
と
し
て
、
従
来
伝
承
し
て
き
た
パ
ー
リ
語
を
正
当
化
す
る
言
説
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
丸
山
の
用
語
で
言
い
換
え
れ
ば
、
は
じ
め
に
異
端
（
こ
こ
で
は
「
大
乗
を
含
む
イ
ン
ド
本
土
か
ら
新
た
に
到
来
し
た
仏
教
」
を
指
す
）
が
あ
っ
て
、
そ
れ
へ
の
反
― 57 ―
動
と
し
て
Ｏ
正
統
（
こ
こ
で
は
五
世
紀
の
大
寺
を
指
す
）
が
生
ま
れ
、
数
世
紀
の
時
を
経
て
、
こ
の
Ｏ
正
統
が
Ｌ
正
統
に
採
用
さ
れ
て
、
異
端
（
こ
こ
で
は
大
乗
経
典
を
指
す
）
が
排
除
さ
れ
た
と
い
う
図
式
で
あ
る
。
こ
の
図
式
が
成
り
立
つ
背
景
と
し
て
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
大
寺
と
い
う
僧
院
が
大
土
地
所
有
者
と
な
り
、
ま
た
各
地
に
支
院
を
も
つ
大
組
織
だ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
数
世
紀
に
わ
た
り
歴
代
の
王
権
に
保
護
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
丸
山
の
い
う
教
会
型
に
近
い
組
織
に
変
貌
を
遂
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、ス
リ
ラ
ン
カ
の
上
座
部
大
寺
派
が
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
に
広
ま
る
と
、
「
正
統
／
異
端
」
図
式
は
ふ
た
た
び
当
て
は
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
(
)
う
。「
正
統
」
17
の
標
識
と
い
う
べ
き
「
上
座
部
」「
大
寺
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
主
張
さ
れ
な
く
な
り
、「
異
端
」
が
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
も
、「
異
教
徒
」
が
信
仰
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
大
寺
に
由
来
す
る
仏
教
が
王
権
の
保
護
を
受
け
、
主
流
と
は
な
っ
て
い
て
も
、
依
然
と
し
て
宗
教
多
元
主
義
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
象
徴
的
な
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
日
本
で
は
す
で
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
が
始
ま
っ
て
い
た
一
六
三
三
年
か
ら
四
一
年
に
「
ア
ユ
タ
ヤ
に
滞
在
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
フ
ァ
ン
・
フ
リ
ー
ト
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
の
人
々
が
、
キ
リ
ス
ト
教
や
ム
ス
リ
ム
に
対
し
て
非
常
に
温
和
な
態
度
を
と
り
、
他
宗
教
を
攻
撃
し
た
り
、
仏
教
を
強
制
し
な
い
こ
と
に
注
目
し
て
い
(
)
る
」。
彼
は
、
数
名
の
ム
ス
リ
ム
を
仏
教
に
改
宗
さ
せ
よ
う
と
18
し
た
国
王
プ
ラ
サ
ー
ト
ト
ー
オ
ン
を
仏
教
の
出
家
者
た
ち
が
諌
め
て
、
仏
教
以
外
の
宗
教
で
も
、よ
く
信
心
す
れ
ば
天
に
行
け
る
と
語
っ
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
(
)
る
。
19
こ
の
点
で
は
、ス
リ
ラ
ン
カ
や
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
の
上
座
部
仏
教
世
界
に
は
、
「
正
統
」
は
あ
っ
て
も
、
西
欧
に
お
け
る
「
異
端
」
や
「
異
教
」
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
る
存
在
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
仏
教
を
め
ぐ
る
言
説
に
お
い
て
、「
正
統
」が
再
び
主
要
な
テ
ー
マ
に
な
る
の
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
西
欧
に
お
い
て
で
あ
る
。
牧
師
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
植
民
地
官
僚
と
し
て
セ
イ
ロ
ン
に
赴
任
し
、
パ
ー
リ
語
と
パ
ー
リ
仏
典
を
学
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
人
、
チ
ル
ダ
ー
ス
（
R
.C
.C
hilders）
は
、
最
初
の
英
語
に
よ
る
パ
ー
リ
語
辞
典
の
序
文
で
、
パ
ー
リ
仏
典
こ
そ
「
唯
一
の
、
真
正
な
仏
典
」
と
主
張
し
た
。
そ
う
し
た
主
張
へ
の
反
動
と
し
て
「
大
乗
仏
教
」（
M
ahāyāna
B
uddhism
）
と
い
う
概
念
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
へ
の
反
動
と
し
て
「
上
座
部
仏
教
」
（
T
heravāda
B
uddhism
）
と
い
う
概
念
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
(
)
る
。
20
五
結
論
と
問
題
提
起
本
稿
で
は
、
丸
山
の
視
野
に
あ
り
な
が
ら
も
、
丸
山
に
よ
り
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
仏
教
の
歴
史
に
照
ら
し
て
、
丸
山
の
「
正
統
と
異
端
」
論
を
検
討
し
た
。
最
後
に
、
本
稿
で
論
じ
た
こ
と
を
二
点
の
結
論
と
問
題
提
起
に
ま
と
め
た
い
。
第
一
に
、「
王
朝
継
承
関
係
」
と
い
う
意
味
で
の
「
正
統
」
概
念
が
な
く
、
ま
た
、
あ
る
種
の
宗
教
多
元
主
義
が
実
現
し
て
い
た
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
王
朝
の
正
統
思
想
に
採
用
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
教
団
が
教
会
型
で
も
セ
ク
ト
型
で
も
な
か
っ
た
仏
教
に
は
、「
正
統
と
異
端
」と
い
う
枠
組
み
を
当
て
は
め
る
の
は
難
し
い
。
も
と
も
と
キ
リ
ス
ト
教
の
概
念
に
基
づ
く
「
正
統
と
異
端
」
図
式
は
、
古
代
イ
ン
― 58 ―
ド
仏
教
史
に
応
用
で
き
る
も
の
で
は
な
(
)
い
。
21
正
統
（
orthodoxy）
を
主
題
に
す
る
と
、
教
義
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
古
代
イ
ン
ド
の
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
で
は
逆
に
思
想
史
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
教
義
よ
り
も
、
広
い
意
味
で
の
儀
(
)
礼
に
焦
点
を
当
て
る
ほ
う
が
よ
り
適
切
に
問
題
を
設
定
で
き
る
22
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
(
)
か
。
23
第
二
に
、
イ
ン
ド
本
土
の
仏
教
に
対
し
て
、
教
会
型
に
近
い
教
団
を
も
ち
、
王
権
か
ら
の
持
続
的
な
支
援
に
支
え
ら
れ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の
大
寺
と
い
う
一
派
（
上
座
部
大
寺
派
）
に
は
、「
即
自
的
正
統
⇩
異
端
⇩
対
自
的
正
統
」
と
い
う
過
程
が
見
て
取
れ
、
丸
山
が
想
定
す
る
「
正
統
」
の
成
立
過
程
に
よ
く
合
致
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
例
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
国
教
化
に
比
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
文
化
の
中
心
と
し
て
の
大
陸
と
、
そ
の
周
縁
と
し
て
の
島
国
」
と
い
う
関
係
に
お
い
て
見
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
は
な
ぜ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
独
立
し
、
欽
定
訳
聖
書
が
作
ら
れ
た
の
か
。
日
本
で
は
、
ど
の
よ
う
な
過
程
で
『
古
事
記
』
が
編
纂
さ
れ
、
ま
た
近
代
天
皇
制
が
確
立
し
た
の
(
)
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
も
ま
た
、
キ
24
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
正
統
の
確
立
過
程
に
比
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、「
中
心
と
周
縁
」
と
い
う
関
係
に
お
い
て
見
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
※
公
開
研
究
会
に
お
招
き
下
さ
り
、
発
表
後
に
御
教
示
下
さ
い
ま
し
た
渡
辺
浩
先
生
、
発
表
お
よ
び
草
稿
に
対
し
て
貴
重
な
御
意
見
を
賜
り
ま
し
た
平
石
直
昭
先
生
、
苅
部
直
先
生
、
山
辺
春
彦
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
注
（
１
）
本
稿
で
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
世
界
」
と
呼
ぶ
の
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
が
普
遍
語
と
な
っ
た
、
四
世
紀
か
ら
一
二
世
紀
の
南
ア
ジ
ア
（
ス
リ
ラ
ン
カ
を
含
む
）、
東
南
ア
ジ
ア
（
ベ
ト
ナ
ム
北
部
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
除
く
）
の
総
称
。
（
２
）
二
〇
一
九
年
七
月
六
日
に
東
京
女
子
大
学
で
開
か
れ
た
公
開
研
究
会
で
は
、
平
石
直
昭
先
生
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
中
頃
に
「
正
統
と
異
端
」
と
い
う
主
題
を
丸
山
が
掲
げ
た
思
想
的
な
動
機
と
し
て
、「
福
澤
の
い
う
文
明
の
精
神
を
今
日
的
に
読
み
か
え
て
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
オ
ー
ソ
ド
ク
シ
ー
に
す
る
」（
四
八
頁
）
と
い
う
実
践
的
課
題
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。「
比
較
の
視
点
の
導
入
」
と
い
う
「
方
法
論
的
転
換
」
が
「
明
ら
か
に
な
り
は
じ
め
る
」
の
は
、「
六
〇
年
代
は
じ
め
」
で
あ
る
（
石
田
雄
『
丸
山
眞
男
と
の
対
話
』、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
五
、
五
六
頁
）。
本
稿
は
も
っ
ぱ
ら
思
想
史
に
お
け
る
「
正
統
と
異
端
」
と
い
う
枠
組
み
の
有
効
性
と
い
う
観
点
で
論
じ
る
が
、
丸
山
「
正
統
と
異
端
」
論
の
今
日
的
意
義
を
十
全
に
検
討
す
る
に
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
丸
山
が
抱
え
た
実
践
的
課
題
も
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
丸
山
が
福
沢
に
即
し
て
「
市
民
社
会
」
像
を
描
き
、
福
沢
に
学
ん
で
日
本
近
世
思
想
史
へ
の
批
判
的
視
野
を
切
り
開
い
た
こ
と
、
そ
し
て
日
本
社
会
へ
の
批
判
に
お
い
て
自
発
的
結
社
の
原
理
を
強
調
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
石
直
昭
「
丸
山
眞
男
の
「
市
民
社
会
」
論
」（
小
林
正
弥
編
『
丸
山
眞
男
論
―
主
体
的
作
為
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
市
民
社
会
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
「
戦
時
下
の
丸
山
眞
男
に
お
け
る
日
本
思
想
史
像
の
形
成
―
福
沢
諭
吉
研
究
と
の
関
連
を
中
心
に
」（『
思
想
』
九
六
四
号
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。
（
３
）
本
稿
で
「
古
代
イ
ン
ド
」
と
呼
ぶ
の
は
、
国
家
成
立
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
王
朝
成
立
ま
で
の
時
期
、
お
よ
そ
紀
元
前
六
世
紀
頃
か
ら
一
二
世
紀
ま
で
の
、
現
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
総
称
で
あ
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
は
含
ま
な
い
。
（
４
）
丸
山
自
身
は
、「
正
統
」
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
、
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
を
参
照
し
て
い
た
（『
正
統
と
異
端
』
一
一
頁
）。
実
際
、
丸
山
文
庫
の
蔵
書
で
、
古
代
イ
ン
ド
の
宗
教
に
か
ん
し
て
書
き
込
み
や
折
込
み
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（
杉
浦
宏
訳
、
中
村
元
補
註
『
ヒ
ン
ヅ
ー
教
と
佛
教
』、
み
す
ず
書
房
、
一
九
五
三
年
／
池
田
昭
訳
『
ア
ジ
ア
宗
教
の
救
済
理
論
：
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
・
ジ
ャ
イ
ナ
教
・
原
始
仏
教
』、
勁
草
書
房
、
一
九
― 59 ―
七
四
年
）
と
佐
保
田
鶴
治
（『
イ
ン
ド
正
統
派
哲
学
思
想
の
始
源
』、
創
文
社
、
一
九
六
三
年
）
の
著
作
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
正
統
と
異
端
」
の
枠
組
み
で
イ
ン
ド
の
諸
宗
教
を
論
じ
て
い
る
が
、
今
日
の
イ
ン
ド
学
の
成
果
か
ら
見
る
と
、
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
に
は
少
な
か
ら
ぬ
問
題
が
あ
る
。
（
５
）
注
（
）
参
照
。
20
（
６
）
古
代
イ
ン
ド
の
宗
教
多
元
主
義
（
religious
pluralism
）
は
、
近
代
以
降
、
イ
ン
ド
の
（
理
想
的
）
自
画
像
と
し
て
、
歴
史
家
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
知
識
人
が
し
ば
し
ば
言
及
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
王
朝
が
正
統
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
た
な
い
と
い
う
特
質
は
、
も
ち
ろ
ん
イ
ン
ド
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
杉
山
正
明
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
そ
の
よ
う
な
状
況
を
「
ノ
ン
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
共
生
」
と
呼
ん
で
い
る
（『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
興
亡
下
世
界
経
営
の
時
代
』、
講
談
社
、
一
九
九
六
年
、
一
九
八
頁
）。
（
７
）
漢
語
の
仏
教
文
献
に
「
正
統
」
の
語
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
宋
代
以
降
に
中
国
で
書
か
れ
た
文
献
に
お
い
て
で
あ
る
。
（
８
）
丸
山
眞
男
『
正
統
と
異
端
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
、
二
〇
〇
頁
。
（
９
）
丸
山
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
よ
う
に
悪
い
意
味
で
の
セ
ク
ト
で
は
な
い
か
ら
、
仏
教
や
イ
ス
ラ
ー
ム
の
セ
ク
ト
を
プ
ル
ー
ラ
リ
ズ
ム
と
言
い
換
え
る
ト
レ
ル
チ
の
見
解
を
引
用
す
る
（
同
、
二
〇
二
頁
）。
（
）
馬
場
紀
寿
『
初
期
仏
教
ブ
ッ
ダ
の
思
想
を
た
ど
る
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
二
七
10
―
三
二
頁
。
（
）
出
家
教
団
に
は
「
部
派
」（
nikāya）
と
呼
ば
れ
る
諸
派
が
あ
り
、
そ
の
分
裂
は
あ
っ
た
。
11
し
か
し
、
こ
れ
は
、
あ
え
て
キ
リ
ス
ト
教
に
た
と
え
る
な
ら
修
道
会
（
m
onastic
order）
に
あ
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
セ
ク
ト
（
sect）
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
（
）
馬
場
紀
寿
『
初
期
仏
教
』、
五
一
―
七
五
頁
。
同
「
小
部
の
成
立
を
再
考
す
る
―
―
説
一
12
切
有
部
と
の
比
較
研
究
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
七
一
册
、
一
三
〇
―
一
三
八
頁
（
横
）、
二
〇
一
七
年
。
（
）
馬
場
紀
寿
「
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
史
書
の
誕
生
」、『
東
方
学
』
一
三
三
輯
、
一
―
一
四
13
頁
、
二
〇
一
七
年
。
（
）
馬
場
紀
寿
『
上
座
部
仏
教
の
思
想
形
成
―
ブ
ッ
ダ
か
ら
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ
へ
』、
春
秋
社
、
14
二
〇
〇
八
年
。
同
「
小
部
の
成
立
を
再
考
す
る
―
―
説
一
切
有
部
と
の
比
較
研
究
」、
一
二
九
―
一
七
四
頁
（
横
）。
（
）
馬
場
紀
寿
「
上
座
部
大
寺
派
の
パ
ー
リ
語
主
義
」、『
パ
ー
リ
学
仏
教
文
化
学
』
二
九
号
、
15
三
三
―
五
三
頁
、
二
〇
一
五
年
。
（
）
ス
リ
ラ
ン
カ
で
大
乗
経
典
は
仏
典
と
し
て
の
正
統
性
を
失
い
、
姿
を
消
し
た
が
、
そ
れ
を
16
も
っ
て
大
乗
に
由
来
す
る
信
仰
が
絶
え
果
て
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
も
禁
じ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ホ
ル
ト
は
、
大
乗
の
観
音
菩
薩
が
上
座
部
王
朝
の
守
護
神
と
し
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
が
仏
教
の
守
護
神
と
し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
で
崇
拝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。John
H
olt,B
uddha
in
the
C
row
n:A
valokite㸼vara
in
the
B
uddhistT
raditions
ofSriL
anka,N
ew
Y
ork:
O
xford
U
niversity
Press,
1991;
T
he
B
uddhist
V
isnu:
R
eligious
T
ransform
ation,P
olitics
and
C
ulture,N
ew
Y
ork:C
olum
bia
U
niversity
Press,
2004.
（
）
そ
の
一
因
は
、
お
そ
ら
く
ス
リ
ラ
ン
カ
の
大
寺
系
の
仏
教
が
ス
リ
ラ
ン
カ
を
離
れ
た
こ
17
の
地
で
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
、
も
は
や
「
上
座
部
」「
大
寺
」
と
主
張
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
（
）
弘
末
雅
士
『
東
南
ア
ジ
ア
の
港
市
世
界
地
域
社
会
の
形
成
と
世
界
秩
序
』、
岩
波
書
店
、
18
二
〇
〇
四
年
、
四
四
頁
。
（
）
フ
ァ
ン
・
フ
リ
ー
ト
・
コ
エ
ッ
ト
、
生
田
滋
訳
・
注
「
シ
ア
ム
王
国
記
」『
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
19
ン
ド
会
社
と
東
南
ア
ジ
ア
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
一
八
六
頁
。
（
）
馬
場
紀
寿
「「
大
乗
仏
教
」
と
「
上
座
部
仏
教
」
の
誕
生
―
釈
宗
演
が
近
代
仏
教
学
へ
与
え
20
た
影
響
―
」『
釈
宗
演
と
近
代
日
本
―
若
き
禅
僧
、
世
界
を
駆
け
る
―
』、
円
覚
寺
、
二
〇
一
八
年
、
一
五
二
―
一
六
〇
年
。
（
）
丸
山
は
「
正
統
、
こ
れ
は
宋
学
の
場
合
に
は
「
道
統
」
で
す
」（
九
頁
）
と
述
べ
る
が
、
宋
21
学
の
道
統
説
は
仏
教
と
無
縁
で
は
な
い
。
宋
学
の
大
成
者
、
朱
熹
の
道
統
説
が
韓
愈
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
韓
愈
の
「
道
統
」
説
が
仏
教
の
伝
統
に
対
す
る
儒
教
の
優
位
性
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
末
岡
実
「
唐
代
道
統
論
小
考
韓
愈
を
中
心
と
し
て
」『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
六
号
、
一
九
八
八
年
、
二
六
―
五
四
頁
）。
し
か
し
、
韓
愈
の
「
道
統
」
説
は
漠
然
と
仏
教
一
般
と
の
関
係
で
考
え
― 60 ―
る
よ
り
、
禅
宗
と
の
関
係
で
考
え
る
ほ
う
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。
禅
宗
は
、
他
宗
と
違
っ
て
、「
系
譜
の
宗
教
」
で
あ
る
点
に
最
大
の
特
徴
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
小
川
隆
『「
禅
の
語
録
」
導
読
』、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
六
年
、
四
三
―
七
〇
頁
）。
韓
愈
が
道
統
を
論
じ
た
「
送
浮
屠
文
暢
師
序
」（
八
〇
三
年
）、「
原
道
」（
八
〇
五
年
）
を
執
筆
し
た
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
禅
宗
史
書
が
編
纂
さ
れ
始
め
た
後
に
当
た
り
、
八
〇
一
年
に
は
釈
迦
牟
尼
佛
か
ら
馬
祖
道
一
（
禅
宗
の
実
質
的
開
祖
）
に
到
る
代
々
の
祖
師
の
列
伝
で
あ
る
『
宝
林
伝
』
が
完
成
し
て
い
た
。
禅
宗
史
書
が
著
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
宋
学
が
道
統
説
を
唱
え
始
め
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
禅
宗
に
先
行
し
て
成
立
し
て
い
た
他
宗
も
そ
れ
ぞ
れ
禅
宗
に
対
抗
し
て
祖
統
説
を
打
ち
立
て
て
い
く
。
北
畠
親
房
が
『
神
皇
正
統
記
』
を
執
筆
す
る
際
に
参
照
し
た
文
献
で
あ
る
『
仏
祖
統
紀
』（
一
二
六
九
年
）
は
、
禅
宗
史
書
の
集
大
成
で
あ
る
『
五
灯
会
元
』（
一
二
五
二
年
）
成
立
後
に
、
禅
宗
に
対
抗
し
て
天
台
宗
の
正
統
を
打
ち
出
し
た
史
書
で
あ
る
。
（
）
堀
米
庸
三
（『
正
統
と
異
端
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
底
流
』、
中
公
新
書
、
二
〇
一
三
年
、
22
六
一
―
七
〇
頁
）
は
正
統
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
）
と
異
端
の
差
を
示
す
も
の
を
秘
蹟
論
に
見
出
し
て
い
る
が
、
秘
蹟
論
の
主
題
は
ま
さ
に
儀
礼
で
あ
る
。
（
）
顕
著
な
例
が
他
な
ら
ぬ
日
本
に
あ
る
（
こ
と
は
日
本
政
治
思
想
史
研
究
者
に
は
「
釈
迦
に
23
説
法
」
で
あ
ろ
う
）。
徳
川
政
治
体
制
に
お
い
て
「
正
統
思
想
」
そ
の
も
の
が
な
く
、
む
し
ろ
「
行
列
」
や
「
殿
中
儀
礼
」
な
ど
を
通
し
た
「
御
威
光
」
の
支
配
が
実
現
し
て
い
た
こ
と
を
、
渡
辺
浩
（『
東
ア
ジ
ア
の
王
権
と
思
想
増
補
新
装
版
』、
東
大
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
、
一
六
―
六
〇
頁
）
が
膨
大
な
資
料
か
ら
論
証
し
て
い
る
。
（
）
石
田
雄
（『
丸
山
眞
男
と
の
対
話
』、
八
九
―
九
一
頁
）
は
、
丸
山
と
の
「
正
統
と
異
端
」
24
研
究
を
振
り
返
っ
て
、
近
代
日
本
を
批
判
的
に
分
析
す
る
た
め
に
は
「
中
央
に
対
す
る
周
辺
か
ら
の
視
角
の
ほ
う
が
よ
り
有
効
な
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
る
。
本
稿
で
挙
げ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の
事
例
も
「
中
心
と
周
縁
」
と
い
う
枠
組
み
が
よ
り
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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